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熱
心
に
聴
講
す
る
出
席
者
の
皆
さ
ん
。

町
内
の
中
学
生
の
出
席
も
あ
り
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

＝ 演 題 ＝

科 学 と 文 化

広中平祐氏略歴

1 9 3 1年山口県由宇町生。県立柳井高校卒業。

1954年京都大学理学部卒業。コロンビア大学、

ハーバード大学。京都大学教授を歴任。

現在

（財）数理科学振興会理事、京都大学名誉教授、

ハーバード大学名誉教授。

フィールズ賞（Fields Medal）、文化勲章を受

賞。日本学士院会員。

1 9 8 4年（財）数理科学振興会を設立し、以来

その基金の充実をはかり、次の世代をになう若

手研究者への助成と育成に力を注いでいる。

略歴

1964年 コロンビア大学教授

1968年 ハーバード大学教授

1970年 「複素多様体の特異点に関する研究」

でフィールズ賞受賞

1975年 文化勲章受賞

1983年 京都大学数理解析研究所所長（～85年）

1984年 財団法人数理科学振興会、設立代表

1991年 財団法人数理科学振興会、理事長

京都大学名誉教授

1992年 ハーバード大学名誉教授



人　
の　
一　
生　
を　
左　
右　
す　
る　
よ　
う　
な　
影　
響　

を　
他　
の　
人　
か　
ら　
受　
け　
る　
に　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　

な　
ケ　
ー　
ス　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
私　
の　
場　
合　

は　
、　
皆　
さ　
ん　
方　
も　
夜　
海　
岸　
に　
出　
て　
歓　
談　

す　
る　
様　
な　
事　
も　
あ　
ろ　
う　
か　
と　
思　
い　
ま　
す　

が　
、　
東　
京　
か　
ら　
帰　
郷　
し　
た　
叔　
父　
か　
ら　
、　

海　
岸　
に　
誘　
わ　
れ　
ニ　
ュ　
ー　
ト　
ン　
の　
「　
深　
く　

暗　
い　
海　
の　
底　
へ　
潜　
り　
手　
探　
り　
で　
真　
珠　
貝　

を　
採　
っ　
て　
き　
て　
、　
太　
陽　
の　
光　
の　
下　
で　
輝　

か　
せ　
る　
事　
が　
で　
き　
た　
時　
の　
喜　
び　
に　
譬　
え　

ら　
れ　
る　
様　
な　
も　
の　
が　
、　
科　
学　
者　
の　
探　
究　

心　
を　
支　
え　
る　
も　
の　
に　
も　
通　
じ　
て　
い　
る　
」　

と　
い　
う　
言　
葉　
と　
そ　
の　
解　
釈　
を　
聞　
か　
さ　
れ　

た　
の　
が　
き　
っ　
か　
け　
に　
な　
り　
科　
学　
者　
に　
憧　

れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
し　
た　
。　

京　
都　
大　
学　
に　
湯　
川　
博　
士　
が　
お　
ら　
れ　
ま　

し　
た　
の　
で　
、　
物　
理　
の　
研　
究　
を　
し　
よ　
う　
と　

入　
学　
後　
１　
年　
半　
位　
徹　
底　
的　
に　
勉　
強　
し　
ま　

し　
た　
。　
布　
団　
を　
敷　
い　
た　
足　
元　
に　
机　
を　
置　

き　
、　
疲　
れ　
た　
ら　
そ　
の　
ま　
ま　
倒　
れ　
込　
む　
よ　

う　
に　
し　
て　
就　
寝　
し　
、　
目　
が　
醒　
め　
れ　
ば　
直　

ぐ　
に　
勉　
強　
を　
始　
め　
る　
と　
い　
う　
風　
で　
し　
た　
。　

そ　
う　
す　
る　
と　
、　
そ　
の　
な　
か　
で　
自　
分　
の　
特　

性　
が　
判　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
な　
の　
で　
す　
。　
自　

分　
に　
は　
物　
理　
で　
は　
な　
く　
数　
学　
が　
向　
い　
て　

い　
る　
の　
が　
ハ　
ッ　
キ　
リ　
認　
識　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　

数　
学　
は　
世　
界　
の　
鏡　
で　
あ　
り　
、　
私　
に　
は　

方　
程　
式　
が　
非　
常　
に　
美　
し　
い　
も　
の　
と　
し　
て　

目　
に　
映　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
高　
校　
・　
大　
学　

ど　
の　
時　
期　
で　
あ　
れ　
徹　
底　
的　
に　
勉　
強　
に　
打　

ち　
込　
ん　
で　
み　
る　
こ　
と　
で　
す　
、　
目　
標　
を　
も　

っ　
て　
努　
力　
す　
れ　
ば　
色　
々　
な　
物　
事　
に　
対　
す　

る　
価　
値　
観　
が　
明　
確　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
す　
。　

こ　
の　
こ　
と　
を　
若　
い　
皆　
さ　
ん　
に　
人　
生　
の　
先　

輩　
と　
し　
て　
お　
伝　
え　
し　
て　
お　
き　
た　
い　
と　
お　

も　
い　
ま　
す　
。　

会　
場　
か　
ら　
の　
「　
中　
学　
生　
に　
対　
し　
て　
の　

コ　
メ　
ン　
ト　
を　
」　
と　
の　
要　
望　
に　
、　
学　
生　
と　

は　
勉　
強　
さ　
え　
し　
て　
い　
れ　
ば　
い　
い　
と　
い　
う　

非　
常　
に　
羨　
ま　
し　
い　
身　
分　
で　
あ　
り　
、　
と　
に　

か　
く　
一　
生　
懸　
命　
勉　
強　
し　
て　
下　
さ　
い　
と　
の　

言　
葉　
が　
あ　
り　
、　
そ　
れ　
を　
語　
る　
ひ　
と　
に　
よ　

り　
、　
ご　
く　
「　
普　
通　
の　
言　
葉　
」　
が　
大　
変　
印　

象　
深　
い　
も　
の　
に　
な　
る　
も　
の　
だ　
と　
感　
銘　
を　

受　
け　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
は　
、　
科　
学　
が　
文　
化　
に　
な　
る　

時　
代　
で　
す　
。　
し　
か　
も　
、　
日　
本　
に　
お　
い　
て　

そ　
れ　
が　
非　
常　
に　
明　
確　
に　
な　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　

地　
域　
の　
文　
化　
・　
国　
の　
文　
化　
と　
い　
う　
の　

は　
永　
い　
伝　
統　
、　
独　
特　
の　
生　
活　
習　
慣　
、　
そ　

の　
人　
間　
関　
係　
に　
即　
し　
た　
感　
情　
・　
感　
性　
に　

よ　
り　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
が　
築　
き　
あ　
げ　
ら　
れ　
て　

い　
る　
が　
、　
科　
学　
は　
国　
際　
的　
に　
地　
域　
・　
民　

族　
の　
特　
性　
を　
離　
れ　
、　
共　
有　
の　
知　
的　
財　
産　

と　
し　
て　
蓄　
積　
さ　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
と　
き　
に　

文　
化　
と　
相　
反　
す　
る　
も　
の　
と　
し　
て　
捉　
え　
ら　

れ　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
科　

学　
を　
研　
究　
す　
る　
人　
も　
文　
化　
の　
中　
か　
ら　
生　

ま　
れ　
る　
訳　
で　
す　
か　
ら　
、　
パ　
ス　
ツ　
ー　
ル　
の　

「　
科　
学　
に　
国　
境　
は　
な　
い　
が　
科　
学　
者　
に　
は　
祖　

国　
が　
あ　
る　
」　
と　
い　
う　
言　
葉　
に　
も　
あ　
る　
と　

お　
り　
、　
科　
学　
が　
文　
化　
に　
な　
り　
え　
る　
素　
地　

が　
必　
然　
と　
し　
て　
在　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　

す　
。　大　

き　
な　
流　
れ　
と　
し　
て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
か　

ら　
新　
し　
く　
建　
国　
さ　
れ　
た　
ア　
メ　
リ　
カ　
に　
科　

学　
が　
移　
っ　
て　
い　
っ　
た　
時　
に　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　

で　
は　
全　
て　
が　
白　
紙　
か　
ら　
始　
ま　
る　
訳　
で　
す　

か　
ら　
、　
科　
学　
が　
発　
展　
す　
る　
に　
は　
非　
常　
に　

良　
い　
土　
壌　
と　
な　
っ　
て　
、　
科　
学　
―　
工　
業　
―　

産　
業　
―　
経　
済　
へ　
と　
結　
び　
付　
き　
、　
ま　
し　
て　

私　
が　
渡　
米　
し　
て　
い　
た　
頃　
は　
ケ　
ネ　
デ　
ィ　
大　

統　
領　
が　
1  0  
年　
後　
に　
は　
星　
条　
旗　
を　
月　
に　
立　

て　
る　
と　
国　
民　
に　
約　
束　
し　
た　
頃　
で　
も　
あ　

り　
、　
私　
た　
ち　
数　
学　
者　
も　
数　
々　
の　
プ　
ロ　
ジ　

ェ　
ク　
ト　
に　
加　
わ　
っ　
て　
色　
々　
な　
業　
績　
を　
残　

す　
こ　
と　
が　
出　
来　
、　
大　
い　
に　
国　
力　
の　
発　
揚　

を　
実　
感　
す　
る　
こ　
と　
も　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
工　

業　
国　
が　
成　
熟　
す　
る　
と　
文　
化　
の　
時　
代　
に　
移　

っ　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

科　
学　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
東　
を　
見　
て　
西　
に　

進　
む　
と　
言　
わ　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
か　
ら　
ア　
メ　
リ　
カ　
・　
日　

本　
・　
ア　
ジ　
ア　
へ　
と　
、　
科　
学　
或　
い　
は　
そ　
れ　

を　
支　
え　
る　
数　
学　
は　
世　
界　
共　
通　
語　
で　
書　
か　

れ　
て　
い　
ま　
す　
か　
ら　
、　
ど　
ん　
ど　
ん　
伝　
播　
し　

て　
い　
き　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
文　
化　
の　
本　
家　
本　

元　
と　
も　
い　
え　
る　
イ　
ン　
ド　
・　
中　
国　
等　
に　
今　

後　
最　
新　
の　
テ　
ク　
ノ　
ロ　
ジ　
ィ　
が　
取　
り　
入　
れ　

ら　
れ　
て　
い　
く　
時　
に　
、　
正　
に　
科　
学　
が　
文　
化　

の　
一　
部　
と　
し　
て　
位　
置　
付　
け　
ら　
れ　
て　
い　
く　

の　
で　
は　
な　
い　
か　
、　
2  1  
世　
紀　
と　
は　
そ　
ん　
な　

時　
代　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

郷　　　　 土( 3 )

一
つ
の
目
標
を
定
め

徹
底
的
に
努
力
し
て
み
ま
し
ょ
う

こ　
れ　
か　
ら　
は　
科　
学　
が　
文　
化　
に　
な　
る　
時　
代　
で　
す　

文
化
の
薫
る
町

テーマ

ふ
る
さ
と
の
文
化
を
高
め
　
　
ふ
る
さ
と
を
愛
し

ふ
る
さ
と
を
育
む



春　
の　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
開　
催　

海　
は　
、　
昔　
か　
ら　
私　
た　
ち　
に　
生　
活　
の　
糧　

を　
与　
え　
て　
く　
れ　
た　
ほ　
か　
、　
私　
た　
ち　
が　
他　

の　
地　
域　
と　
盛　
ん　
な　
交　
流　
を　
重　
ね　
、　
文　
化　

的　
・　
経　
済　
的　
な　
発　
展　
を　
遂　
げ　
る　
た　
め　
の　

「　
海　
の　
道　
」　
と　
し　
て　
も　
重　
要　
な　
役　
割　
を　

果　
た　
し　
て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
高　
度　
成　
長　
期　
以　
後　
、　
こ　
う　

し　
た　
海　
と　
の　
か　
か　
わ　
り　
が　
薄　
く　
な　
っ　
て　

き　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
町　
で　
は　
、　
若　
者　
た　
ち　

が　
古　
老　
か　
ら　
今　
ま　
で　
の　
島　
に　
お　
け　
る　
生　

活　
文　
化　
を　
具　
体　
的　
に　
学　
ぶ　
伝　
承　
活　
動　
を　

行　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

本　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
で　
は　
、　
こ　
う　
し　
た　
伝　
承　

活　
動　
を　
報　
告　
し　
な　
が　
ら　
、　
過　
疎　
化　
・　
高　

齢　
化　
社　
会　
に　
あ　
る　
東　
和　
町　
が　
「　
今　
後　
、　

何　
を　
大　
切　
に　
し　
て　
町　
づ　
く　
り　
を　
す　
る　
か　

を　
考　
え　
て　
い　
こ　
う　
」　
と　
、　
去　
る　
、　
三　
月　

二　
十　
五　
日　
・　
二　
十　
六　
日　
、　
総　
合　
セ　
ン　
タ　

ー　
に　
お　
い　
て　
「　
春　
の　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
」　
を　
開　

催　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
は　
、　
平　
成　
四　
年　
度　
と　

六　
年　
度　
、　
日　
本　
芸　
術　
文　
化　
振　
興　
会　
の　
助　

成　
を　
得　
て　
「　
老　
人　
か　
ら　
学　
ぶ　
、　
島　
の　
漁　

法　
保　
存　
伝　
承　
活　
動　
事　
業　
」　
の　
一　
貫　
と　
し　

て　
開　
催　
し　
た　
も　
の　
で　
、　
平　
成　
四　
年　
度　
に　

は　
ま　
ず　
全　
体　
計　
画　
を　
策　
定　
し　
、　
島　
に　
お　

け　
る　
年　
中　
行　
事　
や　
生　
産　
暦　
・　
伝　
統　
芸　
能　

の　
調　
査　
、　
農　
耕　
用　
具　
・　
漁　
具　
な　
ど　
の　
収　

集　
と　
復　
元　
を　
実　
施　
し　
て　
そ　
れ　
ら　
の　
記　
録　

作　
業　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

平　
成　
六　
年　
度　
で　
は　
、　
石　
風　
呂　
・　
亥　
の　

子　
・　
雲　
助　
な　
ど　
伝　
統　
行　
事　
の　
保　
存　
。　
体　

験　
活　
動　
と　
し　
て　
稲　
作　
・　
機　
織　
り　
・　
わ　
ら　

細　
工　
・　
釣　
針　
の　
製　
作　
・　
漁　
船　
の　
収　
集　
と　

復　
元　
・　
船　
大　
工　
道　
具　
の　
収　
集　
と　
造　
船　
技　

術　
を　
記　
録　
す　
る　
な　
ど　
し　
て　
全　
体　
を　
整　
理　

し　
、　
今　
回　
の　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
開　
催　
に　
至　
っ　
た　

も　
の　
で　
す　
。　
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開会に際しあいさつする

西木町長

印南　敏秀　先生 (愛知大学助教授)

かつて石風呂は、保健治療・憩い・体験学習など

人々の生活に必要な存在でした。

今、石風呂は各地で復活していますが、地域の文化

に合った形で復活させ、総合的に活用しながら地域を

考えて見ることも必要なのではないでしょうか・・・

宮坂　卓也　先生 (テム研究所主任研究員)

瀬戸内海は、魚が豊富で沿岸漁業に適しており、

近くの都市に新鮮な魚を供給できる優位性が「楽し

く暮らせる町」につながった。その「楽しく暮らせ

る」という基本的な教育がこれからもっと望まれる

ように思います・・・

須藤　護　先生 (放送教育開発センター助教授)

東和町は、普通の集落と違い横の連携が強い横社

会で、分家する場合比較的平等な形で土地を分けて

います。そうすると農地の細分化により徐々に生活

できなくなるので、技術を身につけて外へ出る。早

くから積極的に交流する社会が出来上がっていたよ

うです・・・



郷　　　　 土( 5 )

真島　俊一　先生 (テム研究所所長)

今回、春のセミナーのコメンテー

ターを務める。

柿本　 先生 (下関水産大学教授)

国では、資源管理、種苗放流、漁場づくりの三本柱

で、日本沿岸漁業の振興を推進しています。特に、漁

場づくりは、複雑な魚貝類の生態系を考慮した魚礁や

築磯の方法が必要なのはいうまでもなく、山から、河、

海を含めた複合的な自然保護も大切なのです・・・

松本　昭司　先生 (沖家室水産取締役)

瀬戸内海は、マダイやハマチ、アジ、メバル、フ

グ、タコなどのほか多くの魚種が豊富に生息してい

ます。そして、早くから１本釣が盛んでした。また、

普通魚は適温を求めて移動し気象の異変に左右され

るそうです・・・

川添 登　先生 (早稲田大学客員教授)

宮本先生は、東和町誌を書くために学問研究した

のではないのか？　「郷土で郷土を学ぶ」それが日

本をそして世界を学ぶことになる。それが「宮本常

一先生の視点」であった。そう考えると、東和町は

今住んでいる人だけのものではない・・・　

田村善次郎　先生 (武蔵野美術大学教授)

人が、外見では辺境と思える所に住むのは、そこ

に住む人の知識や技術が活かせているからではない

のか？　ただ過去を懐かしむだけでなく反省してみ

る。そして、町外の様々な知恵を集める。今後の生

き方や方向が見つかるかもしれません・・・

中堀　均　先生 (佐渡郡小木町教育委員会文化財課長)

「住めば都とは、今居る所を都のようにしたい願いを

含んでいる」と宮本先生がご教示下さいました。また、

「過去を粗末にすると、将来、良いものはできない」と

いうのもあります。東和町も貴重なものをいい形で残し

て欲しいと思います・・・



宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
（　
会　
長　
東　
和　
町　

長　
西　
木　
宏　
）　
で　
は　
、　
町　
内　
の　
史　
跡　
を　
明　

確　
に　
し　
永　
く　
町　
の　
誇　
り　
と　
す　
る　
た　
め　
記　

念　
碑　
・　
案　
内　
板　
の　
設　
置　
事　
業　
を　
推　
進　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　

平　
成　
５　
年　
度　
に　
は　
、　
佐　
連　
・　
五　
条　
間　

の　
牛　
が　
首　
に　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
の　
上　
陸　
記　
念　

碑　
を　
設　
置　
し　
、　
６　
年　
度　
は　
、　
内　
入　
の　
元　

正　
寺　
に　
村　
上　
武　
吉　
公　
の　
記　
念　
碑　
と　
案　
内　

板　
を　
設　
置　
し　
ま　
し　
た　
。　

武　
吉　
公　
は　
、　
戦　
国　
時　
代　
に　
中　
国　
地　
方　

を　
統　
括　
し　
て　
い　
た　
毛　
利　
公　
に　
忠　
誠　
を　
貫　

き　
通　
し　
た　
武　
人　
で　
、　
瀬　
戸　
内　
海　
の　
雄　
と　

し　
て　
そ　
の　
勢　
力　
を　
誇　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

戦　
国　
時　
代　
、　
信　
長　
軍　
と　
戦　
っ　
た　
一　
説　

を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

戦　
国　
の　
海　
戦　

信　
長　
と　
武　
吉　

内　
入　
　　
岩　
本　
　　
重　
雄　

日　
本　
地　
図　
に　
群　
雄　
割　
拠　
時　
代　
の　
武　
将　

達　
を　
並　
べ　
て　
み　
る　
と　
、　
戦　
国　
の　
動　
乱　
が　

四　
百　
年　
前　
と　
は　
思　
え　
な　
い　
ほ　
ど　
、　
当　
時　

の　
活　
躍　
ぶ　
り　
が　
目　
に　
浮　
か　
ん　
で　
き　
て　
伝　

記　
と　
と　
も　
に　
痛　
快　
で　
あ　
る　
。　

信　
長　
の　
周　
辺　
に　
は　
有　
名　
武　
将　
が　
顔　
を　

揃　
え　
て　
お　
り　
、　
反　
信　
長　
派　
の　
諸　
勢　
力　
が　

一　
度　
に　
立　
ち　
上　
が　
っ　
た　
か　
ら　
信　
長　
は　
激　

怒　
し　
た　
。　
四　
面　
楚　
歌　
、　
ど　
こ　
を　
向　
い　
て　

も　
敵　
で　
あ　
っ　
た　
。　

「　
お　
れ　
が　
天　
下　
人　
た　
り　
得　
る　
か　
ど　
う　

か　
は　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
武　
将　
に　
勝　
つ　
か　
ど　
う　

か　
に　
か　
か　
っ　
て　
い　
る　
。　
秀　
吉　
！　
　　
本　
願　

寺　
を　
つ　
ぶ　
し　
た　
ら　
貴　
様　
に　
毛　
利　
征　
伐　
を　

命　
ず　
る　
。　
俺　
の　
命　
も　
後　
九　
年　
、　
俺　
が　
日　

本　
を　
平　
定　
し　
な　
け　
れ　
ば　
だ　
れ　
に　
も　
で　
き　

ん　
。　
俺　
の　
最　
も　
憎　
悪　
す　
る　
朝　
倉　
・　
浅　
井　

か　
ら　
叩　
き　
つ　
ぶ　
し　
て　
や　
る　
。　」　

信　
長　
は　
、　
半　
年　
間　
休　
む　
暇　
も　
な　
く　
戦　

い　
続　
け　
危　
機　
と　
窮　
地　
の　
中　
に　
生　
き　
て　
き　

た　
が　
、　
延　
暦　
寺　
の　
焼　
き　
討　
ち　
宣　
言　
以　
来　

一　
向　
宗　
の　
土　
民　
軍　
に　
よ　
っ　
て　
強　
力　
に　
さ　

え　
ぎ　
ら　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
そ　
の　
勇　
猛　
ぶ　

り　
と　
果　
敢　
さ　
は　
か　
つ　
て　
信　
長　
の　
経　
験　
以　

外　
の　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

敗　
走　
し　
て　
岐　
阜　
城　
に　
戻　
っ　
た　
信　
長　
は　

怒　
り　
が　
噴　
き　
上　
げ　
て　
き　
た　
。　

土　
民　
軍　
に　
敗　
れ　
る　
と　
は　
？　
　　
一　
向　
宗　

と　
は　
何　
だ　
。　
な　
ぜ　
土　
民　
軍　
は　
あ　
の　
よ　
う　

に　
強　
い　
の　
か　
？　
　　
潰　
さ　
ね　
ば　
な　
ら　
ぬ　
。　

石　
山　
本　
願　
寺　
を　
亡　
ぼ　
さ　
ね　
ば　
な　
ら　
ぬ　
。　

信　
長　
は　
直　
感　
力　
で　
、　
行　
動　
す　
る　
一　
向　

宗　
徒　
の　
闘　
争　
理　
念　
を　
と　
ら　
え　
た　
。　

「　
滝　
川　
！　
　　
熊　
野　
の　
海　
賊　
を　
味　
方　
に　

引　
き　
込　
め　
。　
雇　
う　
の　
で　
は　
な　
く　
こ　
の　
信　

長　
の　
家　
臣　
に　
加　
え　
る　
と　
も　
う　
せ　
。　
織　
田　

の　
水　
軍　
に　
す　
る　
の　
だ　
。　
」　
熊　
野　
の　
海　
賊　

で　
あ　
る　
九　
鬼　
水　
軍　
は　
つ　
い　
に　
納　
得　
し　
て　

承　
諾　
し　
た　
。　

天　
正　
二　
年　
（　
一　
五　
七　
四　
）　
七　
月　
、　
信　

長　
は　
九　
鬼　
水　
軍　
に　
海　
上　
か　
ら　
長　
島　
攻　
撃　

郷　　　　 土 ( 6 )

内入の元正寺境内に設置された村上武吉公の

記念碑と説明板

（内 入）



を　
命　
じ　
た　
。　
夜　
に　
日　
を　
つ　
ぐ　
攻　
撃　
で　
あ　

っ　
た　
。　
一　
向　
一　
揆　
軍　
は　
耐　
え　
き　
れ　
ず　
完　

全　
に　
手　
を　
あ　
げ　
た　
。　

八　
月　
三　
日　
、　
降　
伏　
を　
申　
し　
出　
た　
が　
こ　

れ　
を　
許　
さ　
ず　
全　
員　
焼　
き　
殺　
さ　
れ　
て　
し　
ま　

っ　
た　
。　
そ　
の　
数　
二　
万　
。　
し　
か　
し　
、　
一　
向　

宗　
の　
本　
拠　
地　
は　
依　
然　
と　
し　
て　
力　
を　
持　
っ　

て　
い　
た　
。　

こ　
れ　
ら　
を　
指　
揮　
し　
て　
い　
た　
の　
は　
石　
山　

本　
願　
寺　
の　
顕　
如　
上　
人　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
れ　

に　
は　
反　
信　
長　
の　
武　
力　
的　
背　
景　
が　
あ　
っ　

た　
。　
中　
国　
の　
雄　
毛　
利　
一　
族　
が　
お　
り　
、　
内　

海　
に　
棲　
む　
全　
水　
軍　
の　
勢　
力　
が　
控　
え　
て　
い　

た　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

天　
正　
四　
年　
（　
一　
五　
七　
六　
）　
七　
月　
、　
本　

願　
寺　
は　
毛　
利　
輝　
元　
に　
武　
器　
や　
食　
料　
の　
輸　

送　
を　
依　
頼　
し　
た　
。　
大　
阪　
湾　
か　
ら　
木　
津　
川　

を　
逆　
行　
す　
れ　
ば　
城　
中　
に　
そ　
の　
ま　
ま　
搬　
入　

で　
き　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
城　
に　
こ　
も　
る　
僧　
侶　

と　
土　
民　
軍　
は　
一　
万　
五　
千　
。　
対　
す　
る　
信　
長　

の　
攻　
撃　
兵　
力　
は　
三　
千　
で　
あ　
る　
。　
九　
鬼　
嘉　

隆　
は　
配　
下　
の　
水　
軍　
三　
百　
隻　
余　
の　
全　
勢　
力　

を　
率　
い　
て　
木　
津　
川　
河　
口　
で　
待　
機　
し　
た　
。　

同　
年　
七　
月　
十　
三　
日　
、　
毛　
利　
水　
軍　
は　
瀬　

戸　
内　
海　
最　
大　
の　
拠　
点　
で　
あ　
っ　
た　
淡　
路　
島　

の　
岩　
尾　
城　
に　
結　
集　
し　
た　
。　
そ　
の　
数　
、　
実　

に　
八　
百　
隻　
。　
岩　
尾　
か　
ら　
或　
る　
潮　
流　
で　
集　

ま　
れ　
ば　
二　
時　
間　
で　
木　
津　
川　
に　
達　
す　
る　
。　

朝　
靄　
の　
立　
ち　
こ　
め　
る　
十　
五　
日　
の　
朝　
、　
大　

阪　
湾　
に　
そ　
の　
姿　
を　
現　
し　
た　
。　
井　
楼　
を　
装　

置　
し　
た　
唐　
船　
型　
の　
大　
船　
十　
隻　
を　
中　
心　
に　

小　
船　
三　
百　
隻　
を　
配　
置　
し　
た　
九　
鬼　
軍　
で　
あ　

っ　
た　
が　
、　
海　
上　
を　
圧　
す　
る　
村　
上　
武　
吉　
率　

い　
る　
海　
賊　
船　
を　
見　
て　
呆　
然　
と　
し　
て　
し　
ま　

っ　
た　
。　

村　
上　
水　
軍　
は　
火　
矢　
、　
ほ　
う　
ろ　
く　
を　
縦　

横　
無　
尽　
に　
飛　
ば　
し　
て　
走　
り　
回　
り　
、　
さ　
ら　

に　
柴　
を　
積　
ん　
だ　
船　
に　
火　
を　
つ　
け　
て　
そ　
の　

ま　
ま　
突　
っ　
込　
ま　
せ　
た　
。　
小　
船　
の　
活　
躍　
乱　

舞　
す　
る　
隊　
形　
は　
実　
に　
見　
事　
で　
あ　
っ　
た　
。　

海　
戦　
は　
短　
時　
間　
で　
終　
了　
し　
た　
。　
九　
鬼　

水　
軍　
は　
多　
く　
の　
戦　
力　
を　
火　
の　
海　
に　
失　
っ　

た　
。　
毛　
利　
勢　
の　
運　
ん　
で　
き　
た　
食　
料　
は　

悠　
々　
と　
石　
山　
城　
に　
運　
び　
こ　
ま　
れ　
た　
。　

城　
中　
か　
ら　
高　
ら　
か　
な　
勝　
ち　
時　
の　
声　
。　

完　
敗　
し　
た　
信　
長　
は　
そ　
の　
声　
を　
聞　
き　
な　
が　

ら　
も　
萎　
縮　
は　
し　
な　
か　
っ　
た　
。　
方　
策　
は　
あ　

る　
は　
ず　
。　
瀬　
戸　
内　
海　
制　
圧　
の　
た　
め　
に　
…　
、　

本　
願　
寺　
討　
伐　
の　
た　
め　
に　
…　
、　
あ　
と　
七　
年　

に　
迫　
っ　
た　
残　
存　
生　
命　
の　
如　
何　
な　
き　
燃　
焼　

の　
た　
め　
に　
…　
。　
九　
鬼　
と　
滝　
川　
に　
「　
村　
上　

水　
軍　
に　
勝　
つ　
た　
め　
の　
工　
夫　
を　
せ　
よ　
」　
と　

難　
題　
を　
押　
し　
つ　
け　
た　
。　

天　
正　
六　
年　
（　
一　
五　
七　
八　
）　
六　
月　
十　
五　

日　
、　
伊　
勢　
を　
発　
し　
た　
船　
は　
七　
月　
十　
七　
日　

堺　
港　
に　
入　
り　
信　
長　
の　
視　
察　
を　
受　
け　
た　
。　

「　
よ　
く　
造　
っ　
た　
！　
」　
賞　
賛　
の　
言　
葉　
で　

あ　
っ　
た　
。　

天　
正　
六　
年　
十　
一　
月　
六　
日　
、　
村　
上　
水　
軍　

は　
再　
び　
六　
百　
隻　
余　
の　
大　
船　
団　
で　
食　
料　
輸　

送　
を　
か　
ね　
て　
来　
襲　
し　
た　
。　

湾　
頭　
に　
は　
予　
想　
通　
り　
九　
鬼　
水　
軍　
が　
待　

ち　
構　
え　
て　
い　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
い　
ず　
れ　
も　
が　
小　
船　
で　
あ　
っ　

た　
。　
「　
何　
の　
こ　
と　
は　
な　
い　
一　
挙　
に　
蹴　
散　

ら　
し　
て　
し　
ま　
え　
！　
」　
武　
吉　
一　
行　
は　
湾　
内　

に　
進　
ん　
で　
い　
っ　
た　
。　

小　
船　
が　
引　
く　
、　
更　
に　
追　
う　
。　
つ　
い　
に　

河　
口　
か　
ら　
石　
山　
城　
近　
く　
ま　
で　
き　
た　
村　
上　

軍　
は　
挟　
み　
打　
ち　
に　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　

背　
後　
か　
ら　
は　
す　
さ　
ま　
じ　
い　
爆　
裂　
音　
が　

と　
ん　
で　
き　
た　
。　
と　
同　
時　
に　
二　
隻　
ば　
か　
り　

が　
バ　
ラ　
バ　
ラ　
に　
砕　
か　
れ　
て　
散　
っ　
た　
。　

そ　
こ　
に　
は　
鉄　
の　
島　
が　
浮　
か　
ん　
で　
い　

た　
。　
鉄　
の　
島　
が　
動　
き　
砲　
弾　
を　
打　
ち　
込　
み　
、　

木　
っ　
葉　
微　
塵　
に　
吹　
き　
飛　
ば　
し　
て　
い　
く　
。　

村　
上　
水　
軍　
は　
遂　
に　
恐　
怖　
の　
ど　
ん　
底　
に　
落　

ち　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
隊　
形　
を　
も　
乱　
れ　
て　
海　

の　
底　
に　
沈　
ん　
で　
い　
っ　
た　
。　
村　
上　
水　
軍　
は　

潰　
滅　
し　
た　
。　

孤　
立　
し　
た　
石　
山　
城　
も　
間　
も　
な　
く　
落　
ち　

一　
向　
一　
揆　
は　
平　
定　
さ　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
そ　

の　
二　
年　
後　
に　
信　
長　
は　
本　
能　
寺　
の　
変　
で　
自　

殺　
し　
て　
い　
る　
。　

＊　
　　
こ　
こ　
に　
登　
場　
す　
る　
黒　
船　

と　
呼　
ば　
れ　
る　
鉄　
甲　
船　
は　
、　
多　
門　

院　
日　
記　
に　
よ　
る　
と　
「　
人　
数　
五　
千　

人　
ほ　
ど　
、　
横　
七　
間　
、　
縦　
十　
二　
・　

三　
間　
も　
あ　
る　
鉄　
の　
船　
な　
り　
」　
と　

あ　
る　
。　

＊　
　　
「　
ほ　
う　
ろ　
く　
」　
と　
は　
、　

武　
吉　
公　
が　
発　
明　
し　
た　
も　
の　
で　
一　

種　
の　
手　
榴　
弾　
で　
あ　
る　
。　

郷　　　　 土( 7 )

内入公民館前の案内板
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こ　
の　
ほ　
ど　
長　
崎　
の　
白　
木　
港　
公　
有　
地　
に　

生　
産　
用　
具　
保　
存　
の　
た　
め　
の　
収　
蔵　
庫　
が　
完　

成　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
収　
蔵　
庫　
は　
、　
重　
要　
有　
形　
民　
俗　
文　

化　
財　
「　
周　
防　
大　
島　
東　
部　
の　
生　
産　
用　
具　
保　

存　
施　
設　
」　
事　
業　
と　
し　
て　
、　
平　
成　
四　
年　
度　

か　
ら　
事　
業　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
お　
り　
、　
総　
事　

業　
費　
は　
約　
三　
億　
円　
。　
鉄　
筋　
コ　
ン　
ク　
リ　
ー　

ト　
（　
Ｒ　
Ｃ　
）　
、　
一　
部　
木　
造　
（　
Ｗ　
）　
造　
り　

で　
床　
面　
積　
は　
約　
一　
、　
一　
五　
三　
㎡　
、　
縦　
横　

と　
も　
約　
三　
十　
四　
ｍ　
の　
建　
物　
で　
す　
。　

一　
枚　
岩　
の　
プ　
レ　
キ　
ャ　
ス　
ト　
工　
法　

こ　
の　
収　
蔵　
庫　
の　
特　
徴　
と　
し　
て　
は　
、　
床　

全　
体　
が　
一　
枚　
岩　
の　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
プ　
レ　

キ　
ャ　
ス　
ト　
工　
法　
を　
用　
い　
て　
お　
り　
、　
地　
盤　

郷　　　　 土 ( 8 )

展示棚は湿気を防ぐ工夫がなされている。
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が　
比　
較　
的　
ゆ　
る　
い　
埋　
立　
地　
に　
適　
し　
た　
工　

法　
を　
採　
用　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
工　
法　
は　
、　
地　
盤　
が　
揺　
れ　
て　
も　
建　

物　
全　
体　
の　
キ　
シ　
ミ　
や　
ネ　
ジ　
レ　
が　
少　
な　
く　

経　
費　
的　
に　
も　
安　
価　
と　
い　
う　
利　
点　
が　
あ　
り　

ま　
す　
。　

湿　
度　
・　
温　
度　
・　
塩　
害　
防　
止　

壁　
は　
、　
外　
壁　
・　
中　
壁　
・　
内　
壁　
の　
三　
重　

構　
造　
で　
、　
床　
下　
全　
面　
に　
は　
高　
さ　
約　
二　
ｍ　

の　
密　
室　
空　
間　
を　
設　
け　
て　
外　
部　
と　
遮　
断　
さ　

れ　
て　
お　
り　
、　
極　
め　
て　
湿　
気　
を　
寄　
せ　
付　
け　

な　
い　
構　
造　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
ほ　
か　
、　
保　
存　

す　
る　
用　
具　
に　
適　
し　
た　
温　
度　
調　
節　
施　
設　
や　

塩　
害　
防　
止　
対　
策　
も　
考　
慮　
さ　
れ　
た　
建　
物　
に　

仕　
上　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
保　
存　
用　
の　
棚　
も　
格　
子　
状　
に　
な　

っ　
て　
お　
り　
、　
出　
来　
る　
限　
り　
湿　
気　
を　
寄　
せ　

付　
け　
な　
い　
よ　
う　
に　
施　
行　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

保　
存　
用　
具　
　　
三　
、　
四　
六　
五　
点　

保　
存　
す　
る　
生　
産　
用　
具　
は　
、　
重　
要　
有　
形　

民　
俗　
文　
化　
財　
の　
三　
、　
四　
六　
五　
点　
。　

乏　
し　
い　
平　
地　
と　
海　
と　
山　
に　
囲　
ま　
れ　
た　

島　
特　
有　
の　
自　
然　
環　
境　
下　
で　
、　
先　
人　
た　
ち　

が　
一　
生　
懸　
命　
営　
ん　
で　
き　
た　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　

用　
具　
か　
ら　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
時　
代　
の　
諸　
相　
が　

郷　　　　 土( 9 )

四隻の船が収蔵される広いフロアー。正面の扉から船が搬入される。

小
さ
な
用
具
は
そ
れ
ぞ
れ
収
納
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

収
蔵
さ
れ
る
灯
火
用
具



伺　
え　
る　
よ　
う　
に　
、　
自　
然　
物　
採　
集　
用　
具　
や　

漁　
撈　
用　
具　
、　
農　
耕　
用　
具　
な　
ど　
体　
系　
的　
に　

十　
二　
の　
大　
分　
類　
に　
分　
け　
て　
整　
理　
保　
存　
す　

る　
予　
定　
で　
す　
。　

用　
具　
で　
島　
を　
知　
る　

ま　
た　
、　
職　
種　
に　
応　
じ　
た　
生　
業　
用　
具　
か　

ら　
、　
こ　
の　
地　
方　
で　
営　
ま　
れ　
て　
き　
た　
生　
業　
の　

実　
態　
と　
変　
遷　
推　
移　
を　
知　
る　
上　
で　
貴　
重　
で　

あ　
る　
ば　
か　
り　
で　
は　
な　
く　
、　
瀬　
戸　
内　
海　
に　
浮　

か　
ぶ　
数　
多　
く　
の　
島　
々　
に　
お　
け　
る　
生　
業　
や　

習　
俗　
を　
知　
る　
た　
め　
の　
比　
較　
資　
料　
と　
し　
て　

も　
重　
要　
な　
用　
具　
で　
も　
あ　
る　
の　
で　
す　
。　

保　
存　
さ　
れ　
る　
用　
具　
の　
体　
系　
は　
別　
表　
の　

と　
お　
り　
で　
す　
。　

郷　　　　 土 ( 10 )

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
を　
偲　
ぶ　

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
を　
偲　
ぶ　
水　
仙　
忌　
が　
宮　

本　
先　
生　
の　
ご　
命　
日　
の　
一　
月　
三　
十　
日　
、　
先　

生　
の　
墓　
所　
の　
西　
方　
神　
宮　
寺　
で　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

こ　
の　
水　
仙　
忌　
は　
、　
郷　
土　
大　
学　
生　
や　
先　

生　
に　
ゆ　
か　
り　
の　
あ　
る　
人　
々　
が　
「　
故　
宮　
本　

常　
一　
先　
生　
を　
偲　
び　
な　
が　
ら　
先　
生　
の　
教　
え　

を　
改　
め　
て　
再　
確　
認　
し　
、　
町　
が　
目　
指　
す　
べ　

き　
真　
の　
発　
展　
と　
は　
何　
か　
を　
考　
え　
て　
い　
こ　

う　
」　
と　
始　
め　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
今　
年　
で　
四　

回　
目　
。　

こ　
の　
日　
の　
参　
加　
者　
は　
、　
先　
生　
と　
の　
思　

い　
出　
や　
町　
の　
発　
展　
の　
た　
め　
に　
は　
何　
を　
す　

べ　
き　
か　
な　
ど　
話　
に　
花　
を　
咲　
か　
せ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　

先生を偲ぶ参加者

温度や湿度の影響を柔らげる

ため、板材は自由に動く。

大　分　類 小　分　類 点数1 合　計 1

１ 自然物採集用具
ア 山菜等採集用具 １２０

１２６
イ 海藻等採集用具 ６

２ 漁携用具

ア 漁　具 ２５６

４３３
イ 船・付属品 １２２

ウ 漁具製作・修理用具 ２３

エ 水産加工用具 ３２

３ 農耕用具
ア 水田農耕用具 ７７３

１，０３３
イ 陸畑農耕用具 ２６０

４ 畜産用具
ア 飼育用具 ４０

５６
イ 着装用具 １６

５ 養蚕用具
ア 飼育用具 ５４３

６０１
イ 収穫・処理用具 ５８

６ 紡織用具
ア 木綿織用具 ２３１

４７７
イ 絹織用具 ２４６

７ 手仕事用具 ７８ ７８

８ 諸職用具

ア 家大工用具 ２２０

４０５
イ 宮大工用具 ４３

ウ 船大工用具 ４７

エ 桶屋用具 ９５

９ 運搬用具 ４７ ４７

10 仕事着 １１３ １１３

11 飲食・灯火用具
ア 携行食用具 ５３

７１
イ 灯火用具 １８

12 信仰・儀礼用具 ２５ ２５

総合計 ３，４６５

収蔵される周防大島東部の生産用具



第　
４　
回　
郷　
土　
大　
学　
講　
義　
録　
よ　
り　

年　
貢　
と　
古　
い　
村　
の　
在　
り　
方　

源　
平　
時　
代　
の　
大　
島　
郡　
の　
様　
子　
を　
話　
し　

た　
い　
。　
歴　
史　
を　
調　
べ　
て　
み　
る　
と　
、　
大　
き　

な　
政　
治　
的　
変　
動　
が　
あ　
る　
と　
き　
に　
は　
、　
大　

島　
郡　
も　
そ　
の　
中　
に　
巻　
き　
込　
ま　
れ　
て　
い　

る　
。　
源　
平　
合　
戦　
の　
こ　
ろ　
に　
も　
、　
あ　
る　
意　

味　
で　
揺　
れ　
動　
い　
て　
い　
た　
。　

大　
島　
町　
の　
屋　
代　
荘　
は　
、　
嘉　
祥　
二　
年　

（　
八　
四　
九　
年　
）　
に　
安　
部　
成　
清　
が　
拓　
い　
た　
。　

そ　
れ　
以　
前　
か　
ら　
皇　
室　
の　
領　
地　
が　
あ　
っ　
た　

が　
、　
そ　
れ　
以　
外　
の　
土　
地　
を　
拓　
い　
た　
。　
こ　

れ　
を　
、　
名　
田　
と　
い　
う　
。　

し　
か　
し　
昔　
は　
、　
「　
土　
地　
を　
支　
配　
し　
て　

い　
て　
も　
世　
間　
に　
認　
め　
ら　
れ　
な　
い　
と　
誰　
か　

に　
取　
ら　
れ　
る　
か　
も　
知　
れ　
な　
い　
」　
と　
い　
う　

の　
が　
風　
習　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
を　
自　
分　
の　

も　
の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
示　
す　
た　
め　
に　
、　
天　

皇　
に　
仕　
え　
る　
藤　
原　
氏　
に　
寄　
進　
し　
た　
。　
そ　

う　
す　
る　
と　
藤　
原　
氏　
の　
荘　
園　
に　
な　
る　
が　
、　

藤　
原　
氏　
が　
屋　
代　
に　
来　
て　
治　
め　
る　
の　
で　
は　

な　
く　
、　
名　
前　
を　
貸　
す　
、　
そ　
う　
す　
る　
と　
名　

前　
の　
貸　
料　
を　
と　
る　
。　
そ　
れ　
が　
「　
年　
貢　
」　

で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
が　
律　
令　
国　
家　
が　
崩　
壊　
し　

は　
じ　
め　
た　
後　
に　
見　
ら　
れ　
た　
日　
本　
の　
土　
地　

の　
在　
り　
方　
の　
一　
つ　
の　
姿　
で　
あ　
っ　
た　
。　

ギ　
リ　
シ　
ャ　
、　
ロ　
ー　
マ　
で　
は　
、　
奴　
隷　
を　

使　
っ　
て　
農　
場　
の　
経　
営　
を　
行　
っ　
て　
い　
た　
。　

や　
が　
て　
、　
奴　
隷　
が　
少　
し　
ず　
つ　
目　
覚　
め　
て　

き　
て　
農　
奴　
に　
か　
わ　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
に　
し　

て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
社　
会　
は　
発　
展　
し　
て　
く　
る　

が　
、　
日　
本　
で　
は　
、　
年　
貢　
を　
上　
に　
払　
っ　
て　

自　
分　
た　
ち　
の　
安　
全　
を　
守　
っ　
て　
も　
ら　
う　
。　

こ　
う　
い　
う　
シ　
ス　
テ　
ム　
は　
、　
日　
本　
の　
国　
を　

考　
え　
る　
の　
に　
大　
事　
な　
こ　
と　
と　
思　
う　
。　

後　
に　
、　
安　
部　
氏　
の　
下　
の　
名　
主　
が　
力　
を　

持　
っ　
て　
き　
て　
安　
部　
氏　
自　
身　
は　
本　
当　
は　
力　

は　
無　
く　
な　
る　
が　
、　
し　
か　
し　
、　
日　
本　
の　
国　

の　
政　
治　
を　
司　
る　
天　
皇　
に　
仕　
え　
る　
藤　
原　
氏　

が　
安　
部　
氏　
の　
上　
に　
い　
る　
と　
他　
の　
人　
は　
悪　

い　
こ　
と　
は　
し　
な　
か　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
で　
平　
和　

が　
保　
た　
れ　
る　
。　
こ　
れ　
が　
古　
い　
時　
代　
の　
村　

の　
在　
り　
方　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
が　
崩　
れ　
て　

く　
る　
の　
が　
戦　
国　
時　
代　
で　
あ　
る　
。　

東　
方　
と　
西　
方　

島　
末　
荘　
は　
最　
勝　
光　
院　
領　
で　
平　
家　
に　
味　

方　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
が　
わ　
か　
る　
の　
は　
今　

の　
下　
田　
八　
幡　
宮　
が　
出　
来　
る　
前　
に　
厳　
島　
神　

社　
が　
あ　
っ　
た　
。　
昭　
和　
の　
初　
め　
ま　
で　
は　
あ　

っ　
た　
の　
で　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
平　
清　
盛　
が　
安　

芸　
守　
に　
な　
っ　
た　
時　
に　
そ　
の　
神　
社　
の　
領　
地　

に　
は　
必　
ず　
厳　
島　
神　
社　
を　
祭　
っ　
て　
い　
た　
。　

つ　
ま　
り　
平　
家　
と　
関　
係　
が　
深　
か　
っ　
た　
土　
地　

で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
示　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
、　
島　
末　
荘　
の　
最　
勝　
光　
院　
領　
は　

源　
頼　
朝　
に　
取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
て　
し　
ま　
い　
地　

頭　
職　
が　
置　
か　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　

地　
頭　
は　
幕　
府　
が　
任　
命　
し　
て　
そ　
の　
地　
域　

の　
警　
察　
権　
を　
持　
ち　
、　
税　
を　
取　
り　
立　
て　
る　

権　
利　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
。　
そ　
の　
上　
に　
国　
ご　

と　
に　
守　
護　
職　
が　
置　
か　
れ　
た　
。　
守　
護　
は　
軍　

事　
権　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
。　
地　
頭　
が　
置　
か　
れ　

た　
わ　
け　
は　
源　
義　
経　
を　
捕　
ら　
え　
る　
た　
め　

で　
、　
頼　
朝　
は　
そ　
れ　
を　
後　
白　
河　
法　
皇　
に　
申　

請　
し　
て　
得　
た　
。　
地　
頭　
は　
鎌　
倉　
の　
御　
家　
人　

が　
多　
く　
、　
周　
防　
国　
に　
も　
当　
初　
た　
く　
さ　
ん　

や　
っ　
て　
き　
た　
。　
頼　
朝　
は　
、　
最　
勝　
光　
院　
領　

を　
地　
主　
職　
の　
大　
江　
広　
元　
に　
与　
え　
た　
。　
地　

主　
職　
は　
領　
家　
も　
か　
ね　
て　
い　
た　
。　

こ　
の　
後　
、　
大　
江　
広　
元　
は　
藤　
原　
親　
康　
と　

い　
う　
代　
官　
を　
島　
末　
荘　
へ　
派　
遣　
し　
た　
。　
彼　

は　
長　
崎　
に　
い　
た　
の　
で　
、　
後　
に　
長　
崎　
氏　
と　

言　
わ　
れ　
て　
く　
る　
の　
で　
す　
。　

島　
末　
と　
い　
う　
の　
は　
広　
い　
の　
で　
、　
二　
つ　

に　
分　
け　
て　
東　
方　
と　
西　
方　
に　
し　
た　
。　
平　
野　

の　
祇　
園　
様　
を　
境　
に　
二　
つ　
に　
分　
け　
た　
。　
東　

の　
中　
心　
は　
、　
お　
そ　
ら　
く　
和　
田　
で　
あ　
っ　
た　

と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
そ　
し　
て　
二　
つ　
に　
公　
文　
職　

を　
分　
け　
た　
が　
都　
合　
が　
悪　
い　
の　
で　
、　
孫　
の　

光　
親　
が　
東　
西　
兼　
帯　
惣　
公　
文　
に　
な　
っ　
た　
。　

二　
つ　
に　
分　
け　
な　
が　
ら　
、　
両　
方　
を　
同　
時　
に　

治　
め　
た　
。　

東　
大　
寺　
と　
周　
防　
国　

話　
は　
変　
わ　
り　
、　
俊　
乗　
坊　
重　
源　
が　
、　
東　

大　
寺　
を　
再　
建　
す　
る　
大　
き　
な　
使　
命　
を　
う　
け　

ま　
し　
て　
、　
周　
防　
国　
へ　
下　
っ　
て　
ま　
い　
り　
ま　

し　
た　
。　
事　
情　
を　
く　
わ　
し　
く　
申　
し　
ま　
す　
と　
、　

源　
頼　
朝　
は　
神　
仏　
を　
深　
く　
信　
仰　
し　
た　
人　
で　

あ　
っ　
た　
の　
で　
、　
平　
重　
衡　
が　
東　
大　
寺　
を　
焼　

い　
た　
後　
、　
一　
時　
も　
早　
く　
寺　
を　
復　
興　
さ　
せ　

な　
け　
れ　
ば　
い　
け　
な　
い　
と　
考　
え　
た　
。　

一　
方　
、　
後　
白　
河　
法　
皇　
も　
復　
興　
に　
熱　
心　

で　
、　
頼　
朝　
に　
で　
き　
る　
だ　
け　
早　
く　
再　
興　
す　

る　
よ　
う　
命　
じ　
て　
い　
る　
。　
一　
番　
の　
適　
任　
者　

で　
あ　
る　
法　
然　
上　
人　
に　
東　
大　
寺　
再　
興　
を　
仰　

せ　
つ　
け　
る　
が　
、　
法　
然　
上　
人　
は　
政　
治　
に　
巻　

き　
込　
ま　
れ　
る　
こ　
と　
を　
嫌　
っ　
て　
、　
弟　
子　
の　

俊　
乗　
坊　
重　
源　
を　
推　
挙　
し　
た　
。　
重　
源　
は　
優　

れ　
た　
人　
で　
、　
三　
度　
中　
国　
の　
宋　
へ　
勉　
強　
し　

に　
い　
っ　
て　
、　
帰　
っ　
て　
く　
る　
時　
に　
東　
大　
寺　

南　
大　
門　
・　
鐘　
楼　
、　
三　
月　
堂　
の　
向　
拝　
の　
部　

分　
な　
ど　
を　
造　
っ　
た　
陳　
和　
卿　
（　
ち　
ん　
な　
け　

い　
）　
と　
い　
う　
建　
築　
家　
や　
伊　
行　
末　
（　
い　
ぎ　

ょ　
う　
ま　
つ　
）　
と　
い　
う　
石　
工　
を　
連　
れ　
て　
き　

た　
。　
こ　
の　
石　
工　
は　
、　
日　
本　
の　
花　
崗　
岩　
を　

刻　
む　
ノ　
ミ　
を　
作　
っ　
て　
そ　
れ　
を　
復　
活　
さ　
せ　

た　
。　
こ　
う　
い　
う　
人　
達　
を　
連　
れ　
て　
き　
た　
。　

さ　
て　
、　
重　
源　
は　
寺　
を　
建　
て　
る　
費　
用　
を　

つ　
く　
ら　
な　
い　
と　
い　
け　
な　
か　
っ　
た　
。　
普　
通　
、　

国　
司　
は　
四　
年　
が　
任　
期　
で　
す　
が　
、　
東　
大　
寺　

の　
よ　
う　
な　
大　
き　
な　
寺　
を　
建　
て　
る　
の　
は　
四　

年　
で　
は　
で　
き　
な　
い　
の　
で　
彼　
は　
周　
防　
国　
を　

郷　　　　 土( 11 )



知　
行　
国　
に　
し　
た　
。　
こ　
の　
場　
合　
は　
、　
東　
大　

寺　
が　
周　
防　
国　
を　
買　
い　
取　
る　
の　
で　
は　
な　

く　
、　
長　
く　
支　
配　
す　
る　
権　
利　
を　
認　
め　
て　
も　

ら　
う　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　

周　
防　
国　
で　
何　
が　
一　
番　
多　
く　
必　
要　
で　
あ　

っ　
た　
か　
と　
い　
い　
ま　
す　
と　
、　
そ　
れ　
は　
材　
木　

で　
あ　
っ　
た　
。　
大　
仏　
を　
安　
置　
す　
る　
の　
に　
必　

要　
な　
柱　
の　
長　
さ　
は　
百　
尺　
な　
い　
と　
い　
け　
な　

い　
。　
一　
本　
の　
木　
で　
百　
尺　
、　
約　
三　
十　
メ　
ー　

ト　
ル　
も　
あ　
る　
木　
は　
ど　
こ　
に　
も　
な　
く　
、　
佐　

波　
川　
の　
上　
流　
の　
湯　
野　
と　
い　
う　
所　
に　
あ　
っ　

た　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
そ　
れ　
を　
切　
る　
の　
は　
大　
変　

で　
、　
ま　
た　
、　
運　
ぶ　
の　
も　
大　
変　
で　
あ　
っ　
た　
。　

運　
ぶ　
た　
め　
の　
麻　
縄　
作　
り　
に　
周　
防　
国　
の　
百　

姓　
が　
駆　
り　
立　
て　
ら　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
佐　

波　
川　
の　
河　
口　
か　
ら　
筏　
に　
組　
ん　
で　
帆　
を　
つ　

け　
、　
大　
阪　
の　
淀　
川　
を　
さ　
か　
の　
ぼ　
っ　
て　
、　

や　
が　
て　
奈　
良　
坂　
を　
越　
え　
て　
東　
大　
寺　
へ　
持　

っ　
て　
行　
っ　
た　
。　
と　
に　
か　
く　
大　
変　
な　
こ　
と　

で　
あ　
っ　
た　
。　

周　
防　
国　
と　
地　
頭　

周　
防　
国　
は　
源　
平　
の　
時　
に　
飢　
饉　
で　
あ　
っ　

た　
。　
そ　
の　
後　
に　
こ　
の　
よ　
う　
な　
大　
事　
業　
が　

周　
防　
国　
の　
人　
の　
肩　
に　
か　
か　
っ　
て　
き　
た　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
そ　
れ　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
重　
源　

が　
周　
防　
国　
に　
来　
た　
時　
に　
幕　
府　
の　
地　
頭　
が　

略　
奪　
を　
繰　
り　
返　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
こ　
で　
重　

源　
は　
た　
ま　
り　
か　
ね　
て　
朝　
廷　
に　
訴　
え　
、　
朝　

廷　
は　
さ　
ら　
に　
鎌　
倉　
に　
報　
告　
し　
た　
。　
そ　
れ　

で　
頼　
朝　
は　
周　
防　
国　
の　
地　
頭　
を　
全　
部　
引　
き　

上　
げ　
さ　
せ　
た　
。　

こ　
れ　
は　
周　
防　
国　
に　
と　
っ　
て　
大　
事　
な　
こ　

と　
で　
あ　
っ　
た　
。　
戦　
国　
時　
代　
に　
鎌　
倉　
系　
の　

地　
頭　
が　
い　
な　
か　
っ　
た　
周　
防　
国　
で　
は　
戦　
争　

が　
な　
か　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
で　
、　
山　
口　
に　
あ　
れ　

だ　
け　
立　
派　
な　
寺　
や　
宮　
が　
残　
っ　
た　
。　
そ　
う　

い　
う　
よ　
う　
に　
み　
る　
と　
、　
重　
源　
が　
地　
頭　
を　

周　
防　
国　
か　
ら　
追　
い　
払　
っ　
た　
こ　
と　
が　
、　
戦　

国　
時　
代　
の　
終　
わ　
り　
ま　
で　
戦　
争　
ら　
し　
い　
戦　

争　
の　
な　
い　
地　
域　
社　
会　
を　
作　
り　
上　
げ　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
我　
々　
が　
気　
が　
つ　
い　
て　
い　
な　
い　

間　
に　
、　
民　
衆　
が　
民　
衆　
の　
自　
覚　
に　
よ　
っ　
て　

自　
分　
等　
の　
住　
み　
よ　
い　
社　
会　
を　
作　
る　
よ　
う　

に　
努　
力　
し　
て　
い　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　

思　
う　
。　

歴　
史　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
こ　
う　
い　
う　
こ　
と　

が　
重　
要　
で　
あ　
る　
。　
毛　
利　
元　
就　
一　
人　
が　
で　

て　
く　
る　
こ　
と　
で　
は　
な　
く　
、　
優　
れ　
た　
知　
性　

を　
持　
っ　
た　
人　
達　
が　
、　
そ　
の　
時　
を　
ど　
う　
守　

る　
か　
と　
い　
う　
決　
心　
に　
立　
っ　
て　
、　
そ　
れ　
を　

組　
織　
化　
し　
て　
行　
く　
こ　
と　
に　
本　
当　
の　
平　
和　

が　
あ　
る　
。　
そ　
の　
こ　
と　
を　
鎌　
倉　
時　
代　
の　
初　

め　
に　
周　
防　
国　
を　
支　
配　
し　
た　
人　
た　
ち　
に　
、　

は　
っ　
き　
り　
と　
し　
た　
思　
想　
的　
に　
一　
つ　
の　
い　

し　
ず　
え　
を　
み　
た　
。　
そ　
れ　
が　
今　
日　
ま　
で　
生　

き　
続　
け　
て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

武　
士　
の　
社　
会　
と　
民　
衆　
の　
歴　
史　

こ　
れ　
を　
幕　
末　
か　
ら　
明　
治　
維　
新　
を　
見　
る　

と　
大　
変　
良　
く　
わ　
か　
る　
。　
長　
門　
国　
に　
は　
、　

地　
頭　
が　
い　
た　
と　
同　
時　
に　
、　
萩　
を　
中　
心　
に　

萩　
政　
府　
、　
そ　
こ　
か　
ら　
非　
常　
に　
多　
く　
の　
人　

材　
が　
出　
て　
く　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
明　
治　
維　
新　

を　
迎　
え　
る　
が　
、　
そ　
の　
時　
周　
防　
側　
を　
見　
る　

と　
武　
士　
で　
活　
躍　
し　
た　
人　
は　
い　
な　
か　
っ　

た　
。　
最　
も　
大　
き　
な　
活　
躍　
を　
し　
た　
の　
は　
、　

大　
村　
益　
次　
郎　
。　
彼　
は　
百　
姓　
で　
あ　
る　
。　
も　

う　
一　
人　
は　
、　
伊　
藤　
博　
文　
で　
あ　
る　
。　
彼　
の　

父　
は　
熊　
毛　
の　
庄　
屋　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
足　
軽　

の　
株　
を　
買　
っ　
て　
萩　
へ　
移　
っ　
た　
の　
で　
、　
も　

と　
か　
ら　
の　
武　
士　
で　
は　
な　
い　
。　
そ　
の　
ほ　
か　
、　

大　
島　
郡　
か　
ら　
で　
た　
世　
良　
修　
蔵　
に　
し　
て　
も　

百　
姓　
で　
あ　
っ　
た　
。　
周　
防　
側　
の　
武　
士　
で　
立　

派　
な　
肩　
書　
を　
も　
ち　
明　
治　
維　
新　
に　
活　
躍　
し　

た　
人　
は　
い　
な　
か　
っ　
た　
。　
ほ　
と　
ん　
ど　
百　
姓　

と　
い　
っ　
て　
も　
よ　
い　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　

か　
。　
そ　
の　
も　
と　
は　
、　
鎌　
倉　
の　
初　
め　
に　
武　

士　
を　
排　
除　
し　
た　
制　
度　
を　
打　
ち　
立　
て　
た　
こ　

と　
で　
あ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

歴　
史　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
息　
の　
長　
い　
も　
の　

で　
、　
今　
我　
々　
が　
ど　
う　
い　
う　
世　
の　
中　
を　
作　

っ　
て　
い　
け　
ば　
い　
い　
の　
か　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　

は　
、　
実　
に　
大　
き　
な　
事　
で　
、　
け　
っ　
し　
て　
目　

先　
の　
事　
で　
は　
な　
く　
、　
百　
年　
、　
二　
百　
年　
先　

の　
事　
、　
こ　
の　
場　
合　
で　
は　
八　
百　
年　
で　
す　
が　
、　

そ　
の　
い　
し　
ず　
え　
の　
積　
み　
重　
ね　
の　
よ　
さ　
、　

そ　
の　
理　
想　
的　
、　
文　
化　
的　
な　
息　
の　
長　
さ　
と　

い　
う　
の　
は　
、　
八　
百　
年　
は　
続　
く　
と　
い　
う　
こ　

と　
を　
歴　
史　
は　
我　
々　
に　
教　
え　
て　
く　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
八　
百　
年　
間　
の　
歴　
史　
は　
、　
決　
し　
て　

遠　
い　
過　
去　
で　
は　
な　
く　
、　
実　
は　
今　
に　
そ　
の　

ま　
ま　
生　
き　
て　
つ　
な　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　
政　
治　

の　
歴　
史　
は　
、　
一　
代　
で　
終　
わ　
る　
が　
、　
民　
衆　

の　
歴　
史　
は　
、　
長　
く　
生　
き　
続　
け　
る　
も　
の　
で　

す　
。　

一　
月　
の　
阪　
神　
大　
震　
災　
で　
被　
災　
さ　
れ　
た　

方　
々　
の　
ご　
冥　
福　
と　
お　
見　
舞　
を　
申　
し　
上　
げ　

ま　
す　
。　

さ　
て　
、　
昨　
年　
の　
夏　
は　
少　
雨　
で　
深　
刻　
な　

水　
不　
足　
に　
見　
舞　
わ　
れ　
、　
改　
め　
て　
「　
水　
」　

の　
大　
切　
さ　
、　
自　
然　
の　
偉　
大　
さ　
を　
思　
い　
知　

ら　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
先　
般　
の　
阪　
神　
大　
震　
災　
や　
地　
下　

鉄　
サ　
リ　
ン　
事　
件　
の　
ほ　
か　
、　
地　
球　
上　
の　
各　

地　
域　
で　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
事　
件　
が　
渦　
巻　
い　

て　
お　
り　
、　
世　
界　
平　
和　
や　
環　
境　
保　
護　
の　
気　

運　
が　
徐　
々　
に　
広　
ま　
る　
中　
で　
、　
今　
、　
私　
た　

ち　
は　
い　
っ　
た　
い　
何　
を　
す　
べ　
き　
な　
の　
か　
一　

考　
し　
て　
み　
る　
こ　
と　
も　
大　
切　
に　
思　
い　
ま　

す　
。　日　

本　
に　
は　
、　
は　
っ　
き　
り　
と　
し　
た　
四　
季　

が　
あ　
り　
、　
私　
た　
ち　
は　
四　
季　
折　
々　
の　
文　
化　

や　
風　
情　
を　
楽　
し　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
灼　
熱　
の　

国　
や　
厳　
寒　
の　
国　
に　
比　
べ　
た　
ら　
暮　
ら　
し　
や　

す　
い　
よ　
う　
に　
思　
い　
が　
ち　
で　
す　
が　
、　
そ　
こ　

に　
暮　
ら　
す　
人　
々　
は　
そ　
こ　
の　
環　
境　
や　
文　
化　

を　
楽　
し　
み　
な　
が　
ら　
人　
生　
を　
楽　
し　
く　
過　
ご　

し　
て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

人　
生　
八　
十　
年　
時　
代　
の　
今　
、　
改　
め　
て　
私　

た　
ち　
の　
生　
活　
と　
は　
何　
か　
、　
人　
生　
と　
は　
何　

か　
再　
考　
し　
て　
み　
た　
い　
も　
の　
で　
す　
。　
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